






研究目的 

 神経芽細胞腫(Neuroblastoma:以下 NB)は小児期に最も多い予後不良ながんであるが早

期発見で治癒例が増加する。 

 NB の生化学的特性である尿中 VMA の排泄増加を利用して,6 か月乳児を対象に NB の早期

発見が,昭和 48 年から京都市で開始され,60 年から厚生省の指導下で全国的に実施される

ようになった。そこで,現行の方式の問題点を整理し，一部について検討したので報告する。 


